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平成17年５月10日発行人にやさしい愛のまち　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

４月11日　市内の小学校で入学式が行われました。
中間小学校でも59人の新入生が、保護者や上級生、
教師の温かな拍手の中、会場に入場してきました。
山中栄夫校長の「車に気をつけましょう」、「朝ごは
んをきちんと食べましょう」、「今日から一年生です。
自分のことは自分でしましょう」とのお願いに、子ど
もたちは真剣な面持ちで「はい」と元気よく返事をし
ていました。
新しい学校生活への希望を胸に、将来の中間市を担
うかわいいわんぱくたちでした。



平成17年度の中間市の当初予算がきまりまし
た。予算の中でも市民生活に直接関係がある一般
会計の歳入歳出の額は、170億200万円（対前年度
比1.9％減）となり、特別会計、水道事業、病院
事業会計を併せた予算総額では、383億8,326万３
千円（対前年度比2.5％増）となっております。
国の地方財政計画におきましては、各市町村に

分配する地方交付税や国庫補助金の見直し、さら
に国から地方への税源委譲という国の三位一体改
革の推進に伴い、地方分権の時代にふさわしい行
政システムの確立が求められております。
中間市におきましても、昨年末に北九州市との

合併問題が白紙となり、単独で市政運営を続けて
いくこととなりましたことから、本年度の当初予
算につきましては、財政の健全化を最重要課題と
し、新たに“行政経営改革推進室”を設置するな
ど改革に本格的に取り組むこととしております。
今回の歳出予算のなかで、投資的な経費につき

ましては直接市民生活に密着した事業を最優先
に、主に岩瀬東部地区の開発のため昨年に引き続
き吉田ボタ山から岩瀬東町ＪＲ踏切までの道路整
備にかかる経費や老朽化した土手ノ内市営住宅の

建替えに要する経費、また学校
トイレの改善工事に要する経費
などを計上いたしております。
平均寿命の延伸によって超高

齢型の人口形態となってきてい
ることから、国民健康保険事業
や介護保険事業など、医療保険
関係に対する需要額が年々増加
し、さらに公共下水道事業においても、一般会計
から特別会計への繰出金が大幅に増加しておりま
すが、これらの歳出の需要額の増加に対しまして
は、昨年に引き続き特別職四役の報酬カットや職
員の管理職手当のカット、さらには退職する職員
に対応する新規採用職員の不補充など人件費の大
幅な削減を行うなど、経常的な予算総額を抑制し
財源の確保に努力いたしております。
また、平成15年度から取り組んでいる緊急財政

健全化計画の最終年である本年度は、総仕上げと
して懸案事項の解決など計画の集大成を目指すと
ともに、さらに住民の福祉の向上を図っていきた
いと思います。
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少子高齢化に対応できる行財政システムの構築に努めます

中間市長

予 算
特集・平成17年度



170億200万円
●議 会 費　　 ２億1,720万円
市議会運営にかかる費用です。

●総 務 費　　 17億8,468万円
一般行政経費や、税の課税徴収、戸籍住民基
本台帳費などにかかる費用です。

●民 生 費　　 72億623万円
高齢者福祉、身体障害者福祉、知的障害者福
祉、精神障害者福祉、生活保護、ハピネスな
かまの運営など、福祉全般にかかる費用です。

●衛 生 費　　 11億7,230万円
市民の健康対策および環境保全、ごみ・し尿
処理などにかかる費用です。

●労 働 費　　 ８億450万円
勤労者や失業対策のための特定地域開発就労
事業などにかかる費用です。

●農林水産業費　　 9,450万円
農業振興にかかる費用です。

●商 工 費　　 7,441万円
商工業振興や消費生活相談などにかかる費用
です。

●土 木 費　　 18億1,576万円
道路・河川の維持、道路新設、街路や公園の
整備などにかかる費用です。

●消 防 費　　 ５億1,018万円
消防や救急、防災にかかる費用です。

●教 育 費　　 12億3,539万円
小学校や中学校の管理運営、生涯学習などに
かかる費用です。

●災害復旧費　　 300万円
災害復旧にかかる費用です。

●公 債 費　　 20億5,385万円
市が借りた地方債の償還金です。

●予 備 費　　 3,000万円
年度途中における突発的な支出に備える費用
です。

170億200万円

●市 税 37億9,961万円
みなさんが納める税金です。次のようなものが
あります。
・市　民　税　　　　　　　13億9,739万円
・固定資産税　　　　　　　17億 392万円
・軽自動車税　　　　　　　　　6,492万円
・市たばこ税　　　　　　　２億8,388万円
・都市計画税　　　　　　　３億4,950万円
●分担金、負担金、使用料、手数料　　 3億88万円
保育料、住民票発行手数料、各種施設の使用料
などです。
●繰 入 金 8億3,610万円
基金（市の貯金）からの繰入金です。

●そ の 他 4億64万円
市有地の売払い収入や、前年度繰越金などです。

●地方交付税、地方特例交付金 56億2,200万円
みなさんが納めた国税の一部を、一定の算出に
より、国が交付するものです。
●国庫支出金、県支出金 39億3,726万円
特定の事業に対する、国や県からの補助金、負
担金などです。
●市 債 12億4,050万円
事業を行う際に、国などから借りるお金で、ま
ちづくりに必要なものです。
●地方消費税交付金 ３億4,000万円
みなさんが納めた消費税の一部が、国から交付
されます。
●そ の 他 5億2,501万円
国から交付される地方道路譲与税や自動車重量
譲与税、所得譲与税、県から交付される自動車
取得税交付金、利子割交付金などです。

自主財源（市が独自で収入できるもの）

依存財源（国や県からの収入）

歳　出 歳　入

歳  

入
市税市税
（22.322.3％）％）

分担金、負担金分担金、負担金
など（など（1.81.8％）％）

繰入金繰入金
（4.94.9％）％）

その他財産収入、その他財産収入、
 繰越金など（繰越金など（2.2.4％）％）

地方交付税、地方交付税、
地方特例交付金地方特例交付金
（33.133.1％）％）

国庫支出金、県支出金国庫支出金、県支出金
（23.23.1％）％）

市債市債
（7.37.3％）％）

地方消費税地方消費税
交付金（交付金（2.02.0％）％）

地方譲与税地方譲与税
など（など（3.13.1％）％）

 自主財源　　　　　　　　　　　　　　　　　   依存財源
（31.4％）　　　　　　　　　　　　　　　　   （68.6％）

市税
（22.3％）

分担金、負担金
など（1.8％）

繰入金
（4.9％）

その他財産収入、
 繰越金など（2.4％）

地方交付税、
地方特例交付金
（33.1％）

国庫支出金、県支出金
（23.1％）

市債
（7.3％）

地方消費税
交付金（2.0％）

地方譲与税
など（3.1％）

議会費議会費
（1.1.3％）％）

総務費総務費
（10.5.5％）％）

民生費民生費
（42.42.4％）％）

衛生費衛生費
（6.96.9％）％）

農林水産業費農林水産業費
（0.0.6％）％）

労働費労働費
（4.4.7％）％）

商工費商工費
（0.0.4％）％）

消防費消防費
（3.3.0％）％）

土木費土木費
（10.710.7％）％）

教育費教育費
（7.37.3％）％）

災害復旧費災害復旧費
（0.020.02％）％）

公債費公債費
（12.12.1％）％）

予備費予備費
（0.20.2％）％）

議会費
（1.3％）

総務費
（10.5％）

民生費
（42.4％）

衛生費
（6.9％）

農林水産業費
（0.6％）

労働費
（4.7％）

商工費
（0.4％）

消防費
（3.0％）

土木費
（10.7％）

教育費
（7.3％）

災害復旧費
（0.02％）

公債費
（12.1％）

予備費
（0.2％）

歳
出
（
目
的
別
）

平成17年度予算

3



昨
年
「
一
般
会
計
予
算
を
家
計
簿
に
例

え
る
と
」
を
掲
載
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
好
評
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
も
ご
家
庭
の

家
計
簿
に
お
き
か
え
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
を
、
年
収
500
万
円

の
家
計
に
お
き
か
え
て
み
て
い
き
ま
し
ょ

う
。中

間
市
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
１
７

０
億
２
０
０
万
円
を
、
今
回
は
一
世
帯
の

家
計
の
年
間
収
支
を
500
万
円
と
仮
定
し

て
、
性
質
別
予
算
の
構
成
比
（
％
）
を
も

と
に
家
計
の
項
目
に
お
き
か
え
て
み
ま
し

た
。ま

ず
収
入
か
ら
み
ま
す
と
、
年
収
500
万

収
入

4

予
算
を
家
計
の
年
間
収
支
に

お
き
か
え
る
と
…

17
年
度
一
般
会
計
予
算
を

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の

家
計
簿
に
例
え
る
と
…

家計収入項目
給　　料

雑収入（アパートの家賃収入や
不動産の売却金などの副収入）

定期預金の取崩し
前年の家計の残金

親からの援助

兄弟・親族からの援助

家のリフォームや車の購入など
のために銀行から借りたお金

合　　計

家　計
111.5万円

14.5万円

24.5万円
6.5万円

274万円

32.5万円

36.5万円

500万円

構成比（％）
22.3
0.8
1.0
0.4
0.0
0.7
4.9
1.3
2.0
0.7
32.4
0.1
19.6
0.4
0.0
0.0
2.0
0.6
3.5

7.3

100.0

歳入項目
市　　税
分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄 附 金
諸 収 入
繰 入 金
繰 越 金

地方譲与税
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
国庫支出金
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
県支出金

市　　債

合　　計

予算額
37億9,961万円
1億3,025万円
1億7,063万円
6,630万円
0.1万円

1億1,876万円
8億3,610万円
2億1,558万円
3億4,691万円
1億2,000万円
55億 200万円

1,000万円
33億3,968万円

6,000万円
500万円
10万円

3億4,000万円
1億 300万円
5億9,758万円

12億4,050万円

170億 200万円

自
主
財
源

依
存
財
源

国
か
ら
の
収
入

県
か
ら
の
収
入

家計にかかる貯金の総額

124万3,192円

積立金現在高（平成15年度決算による）

42億2,735万円

家計の年間収入額を、500万円と仮定しています。
ただし、端数調整のため若干の調整を行っています。

積立金現在高は一般会計ベースの額です。
家計にかかる定期預金の現在高は、平成15年度末積立金現在高を仮定収入額500万円と一般会計総額の比率で算出した額です。

家計におきかえると

▲

援
助
が
給
料
収
入
の
222..77
倍



車
の
購
入
、

家
の
増
改
築

費
な
ど

生

活

費

（
必
要
経
費
）

そ
の
他
の
生
活
費

そ
の
他

そ
の
他

支
出

5

円
の
う
ち
家
族
全
体
の
給
料
収
入
が
111
万

５
千
円
（
22
・
３
％
）
ほ
ど
し
か
な
い
の

に
、
親
や
親
類
か
ら
の
援
助
が
306
万
５
千

円
（
61
・
３
％
）
に
も
の
ぼ
る
こ
と
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
市
の
財
政

が
、
市
民
税
や
市
民
の
み
な
さ
ん
が
使
う

公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
の
収
入
（
自
主

財
源
）
よ
り
も
、
国
や
県
か
ら
の
収
入

（
依
存
財
源
）
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
支
出
を
み
て
み
ま
す
と
、
食
費

（
人
件
費
）
や
子
ど
も
の
学
校
に
か
か
る

費
用
、
家
族
の
病
院
代
（
扶
助
費
）
を
あ

わ
せ
た
額
が
248
万
円
と
家
計
の
49
・
６
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ー
ン
の
返
済
金
や
家
賃
の
支

払
額
（
公
債
費
）
が
年
間
60
万
５
千
円

（
一
ヵ
月
あ
た
り
約
５
万
円
）
と
、
よ
く

家
計
簿
診
断
に
い
わ
れ
て
い
る
「
家
賃
負

担
の
目
安
は
、
収
入
の
５
分
の
１
（
20
％
）

以
下
に
抑
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う
お
話
か

ら
み
て
も
、
中
間
市
の
公
債
費
は
12
・

１
％
と
予
算
総
額
に
対
す
る
負
担
割
合
が

あ
ま
り
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
れ
は
生
活
を
圧
迫
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

家　計

111.5万円

136.5万円

60.5万円

49万円

０円

34.5万円

５万円

42.5万円

1.5万円

0.5万円

57.5万円

１万円

500万円

構成比（％）

22.3

27.3

12.1

9.8

0.0

6.9

1.0

8.5

0.3

0.1

11.5

0.2

100.0

予算額

38億 483万円

46億3,924万円

20億5,385万円

16億6,150万円

300万円

11億7,304万円

1億7,512万円

14億4,429万円

4,710万円

2,196万円

19億4,807万円

3,000万円

170億 200万円

義
務
的
経
費

家計にかかるローンの総額

574万631円

地方債現在高（平成15年度決算による）

195億2,044万円

家計の年間支出額を、500万円と仮定しています。
ただし、端数調整のため若干の調整を行っています。

地方債現在高は一般会計ベースの額です。
家計にかかるローンの残高は、平成15年度末地方債現在高を仮定支出額500万円と一般会計総額の比率で算出した額です。

平成17年度予算

家計におきかえると

▲

家計支払項目

食　　費

教育費、医療費など

ローンの返済や家賃

大型生活必需品の購入や

家のリフォームなど

自然災害による家の補修

光熱水費や日用品の購入など

家の修繕

自治会費・文化教養講座

受講料など

貯　　金

友人・知人へ貸したお金

子どもへの仕送り

もしもの時の備えとして

用意しているお金

合　　計

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

歳出項目

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

普通建設事業費

・失業対策事業費

災害復旧事業費

物 件 費

維持補修費

補助費など

積 立 金

貸 付 金

繰 出 金

予 備 費

合　　計

ロ
ー
ン
や
家
賃
の
負
担
は

比
較
的
少
な
い
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町
内
会
に
入
っ
て
い
れ
ば
自
治
会
費
が

か
か
り
ま
す
し
、
趣
味
を
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
文
化
教
養
講
座
に
入

れ
ば
費
用
が
か
か
り
ま
す
よ
ね
。

こ
れ
ら
の
費
用
（
補
助
費
な
ど
）
を
家

族
み
ん
な
で
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
合
計
は

年
間
42
万
５
千
円
と
家
計
の
8.5
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
年
収
の
１
割
以
上
を
（
57
万
５
千

円
）
を
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
（
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
）
に
あ
て
て
、
子
ど
も
の
生

活
費
（
公
共
下
水
道
事
業
、
国
民
健
康
保

険
事
業
、
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事

業
や
病
院
事
業
な
ど
）
が
ま
か
な
え
る
よ

う
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
家
族
の
問
題
で
家
の
増
改
築

や
大
型
消
費
財
の
購
入
を
控
え
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
家
庭
も
安
定
し
た
こ
と
か

ら
、
家
の
増
改
築
な
ど
将
来
に
向
け
て
の

投
資
的
な
お
金
に
49
万
円
（
9.8
％
）
を
充

て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

趣
味
を
生
か
す
講
座
に

年
間
44422
万
円

仕
送
り
は
年
収
の
１
割
強

将
来
に
向
け
て
財
産
を

つ
く
る

■栄養クッキング教室 予算額 16万円
20歳代から50歳代の市民を対象に生活習慣病
を予防するためのバランスのとれた食事につい
て講話と調理実習を行います。夕方に実施のた
め勤労者も参加できます。調理経験の浅い人や
男性の参加もできます。全６回。教室の時間は
午後６時から８時30分まで
■すくすくあかちゃん広場 予算額 20万円
お母さん同士の交流や、赤ちゃんの身体計測、
栄養士個別相談、離乳食教室、ベビーマッサー
ジなどを学ぶ機会もあります。赤ちゃんと過ご
す毎日が楽しくなるように子育てを応援します。
対象は１歳未満の子と保護者。毎月１回。時間
午前10時から11時30分まで。
■健康管理システム 予算額 376万円
市民一人ひとりの健康診断データおよび健康相談、
健康教育等保健事業の記録を一元化し、健康づく
り支援を効果的に実施できる体制を整備します。

■青少年教育の推進 予算額 88万円
週末や夏休みなどに“サタデー子ども広場”を
開催します。内容は「ミニコンサート」、「カリ
グラフィー」、「子ども英語」、「子ども料理教室」、
陶芸や紙工作などの教室を開催します。
■生涯学習講座の開設 予算額 250万円
文化教養講座や子育てについて学ぶ家庭教育学
級、高齢者生きがいづくり講座、ボランティア
養成講座など多種多様な講座を開設していま
す。主な講座は高齢者対象の「きらめき大学」、
一般成人を対象とした「市民悠々大学」、「家庭
教育学級」などです。

■学校トイレ改善事業 予算額3,000万円
老朽化した学校トイレ施設を改善して、トイレ
のイメージアップを図り、快適な学校生活がお
くれるようになります。

■遠賀橋架け換え工事などの負担金 予算額7,417万円
県事業の犬王古月線道路は今年も引き続き工事
を行っていくため市の負担金を拠出しています。
今年は新「遠賀橋」が全面開通となり、市役所
玄関口の周辺も整備されます。

●問合先 保健センター
【蓮花寺三丁目】 1(246)1611

●問合先 中央公民館
【蓮花寺三丁目】 1(246)2321

●問合先 教育委員会庶務課
【市役所本館３階】 1(246)6221

●問合先 都市整備課都市計画係
【市役所別館２階】 1(246)6261

■土手ノ内公営住宅建替 予算額４億276万円
土手ノ内公営住宅の老朽化により17年度と18年
度の２ヵ年で建替えをします。今年度は木造平屋
建18戸を鉄筋コンクリート造三階建てにします。

●問合先 都市整備課建築係
【市役所別館２階】 1(246)6260



以
上
の
よ
う
に
、
平
成
17
年
度
の
中
間

市
の
家
計
で
は
、
家
族
み
ん
な
が
明
る
く

健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
、
経
常
的
な
光
熱
水
費
や
日
用
品
の
購

入
費
用
を
少
な
く
抑
え
、
将
来
に
む
け
て

財
産
を
形
成
す
る
投
資
的
な
お
金
を
少
し

で
も
多
く
す
る
努
力
を
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

■フレンドリーなかま国際交流事業 予算額 483万円
市内の中学生を対象にオーストラリア・ブリス
ベンでの語学研修やホームスティなどをとおし
て自ら学び積極的に社会参加することができる
心豊かな生徒の育成を目的とした事業です。研
修の日程は８月15日から25日まで。
■キラキラなかまっ子体験学習事業 予算額 259万円
市内の６年生を対象に北海道での自然体験学習を
とおして自然を大切にする心や人を尊重する心を
育て、自分で判断し行動できる児童の育成を目的
とした事業です。子供たちは自然の不思議さと偉
大さに驚き、みんなで協力することや何かに挑戦
することの大切さを学ぶことでしょう。

無
駄
な
費
用
を
抑
え
て

快
適
な
生
活
を
提
供

■生涯学習総合情報紙「まなべる」 予算額 48万円
「まなべる」は何かを学びたい人の情報源だけ
ではなく、学習仲間を探している人たちのため
に情報提供のお手伝いをする情報紙です。子ど
もからお年寄りまで常に何かを学ぼうとする意
欲のある人は輝いています。「まなべる」はそ
ういう人たちの活躍にスポットをあて、励みに
なるような紙面を目指しています。
■青少年に贈るコンサート 予算額 200万円
今の子どもたちはデジタル的な体験をする機会
は豊富ですが、実際に目で見て、耳で聞き、肌
で感じる生の体験というものが不足しているか
もしれません。そこで市内の全中学２年生を対
象に九州交響楽団によるプロのオーケストラの
生演奏を身体と心で感じてもらおうとする事業
です。今年で４回目。

■救命ボートを増やします 予算額 376万円
中間市を東西に二分する遠賀川も夏場になると
毎年水難事故が発生しています。昨年は７件の
水難事故により救命活動や捜索活動を実施しま
した。今回の整備で消防署には３艇の船外機付
救命ボートがそろうことになり、人命救助の体
制強化を図ります。

●問合先 教育委員会指導課
【市役所本館３階】 1(246)6223

●問合先 生涯学習課
【市役所本館３階】 1(246)6224

●問合先 消防署施設装備係
【中間二丁目】 1(245)0901

■ブックスタート事業 予算額 66万円
赤ちゃんと親が絵本を介して向かい合い「温か
くて楽しいことばのひととき」をもつことを応
援します。保健センターでの１歳６ヵ月健診時
に絵本とコットンバッグを配布します。

●問合先 市民図書館
【蓮花寺三丁目】 1(245)4664

平平平成成1177年年度度にに
実実施施さされれるる主主なな事事業業
平平成成1177年年度度にに
実実施施さされれるる主主なな事事業業

平成17年度予算
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老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
額
63
億
８
、２
２
６
万
円

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

予
算
額
　
　
３
、９
１
８
万
円

老
人
保
健
対
象
者
の
医
療
費

を
ま
か
な
う
た
め
の
会
計
で
す
。

歳
入
の
う
ち
、
４
億
７
、
４
６
８

万
円
（
7.4
％
）
を
一
般
会
計
が
負

担
し
て
い
ま
す
。

地
域
改
善
対
策
事
業
と
し
て

行
っ
た
、
住
宅
の
改
修
や
新
築

な
ど
の
貸
付
金
の
回
収
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市の会計には、一般会計のほかに、介護保
険事業や公共下水道事業などの特別会計と、
水道事業と病院事業の企業会計があります。

特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業

予
算
額
53
億
５
、２
３
７
万
円

企業
会計

特別
会計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
額
23
億

２
２
７
万
円

公
共
下
水
道
の
建
設
と
維
持
管
理

を
行
う
た
め
の
会
計
で
、
そ
の
普
及

率
は
17
年
度
末
に
は
35
％
に
達
す
る

予
定
で
す
。
利
用
区
域
拡
大
の
た
め

下
水
道
管
き
ょ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

地
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
額
　
　
９
、４
９
０
万
円

中
鶴
団
地
、
曙
団
地
の
地
域

下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
を
行

う
た
め
の
会
計
で
、
ほ
ぼ
前
年

並
み
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

処
理
対
象
戸
数
は
約
２
千
百
戸
。

病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入
23
億
７
、２
８
０
万
円

収
益
的
支
出
23
億
７
、１
１
７
万
円

資
本
的
収
入

７
、７
９
５
万
円

資
本
的
支
出
１
億
３
、１
９
２
万
円

市
立
病
院
経
営
の
た
め
設
け
ら

れ
た
独
立
採
算
制
の
会
計
で
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
12
億
４
、６
４
６
万
円

収
益
的
支
出
12
億
３
、７
９
２
万
円

資
本
的
収
入
２
億
４
、１
９
３
万
円

資
本
的
支
出
６
億
２
、３
７
９
万
円

水
道
事
業
は
企
業
会
計
方
式
に

よ
る
独
立
採
算
制
の
会
計
で
す
。

 一 般 会 計
（44.344.3％）％）

老人保健特別会計老人保健特別会計      
            （16.616.6％）％）

特別会計国民健康保険事業特別会計国民健康保険事業
                        （13.913.9％）％）

公共用地先行取得特別会計公共用地先行取得特別会計    
                                        （0.20.2％）％）

介護保険事業特別会計介護保険事業特別会計        
                  （7.27.2％）％）

病院事業会計病院事業会計 
          （6.56.5％）％）

公共下水道事業特別会計公共下水道事業特別会計
                          （6.06.0％）％）

水道事業会計水道事業会計
          （4.94.9％）％）

地域下水道事業特別会計地域下水道事業特別会計
                                （0.20.2％）％）

住宅新築資金等特別会計住宅新築資金等特別会計
                                        （0.10.1％）％）

平成17年度
予算総額　383億8,326万３千円

 一 般 会 計
（44.3％）

老人保健特別会計   
      （16.6％）

特別会計国民健康保険事業
            （13.9％）

公共用地先行取得特別会計  
                    （0.2％）

介護保険事業特別会計    
         （7.2％）

病院事業会計 
     （6.5％）

公共下水道事業特別会計
             （6.0％）

水道事業会計
     （4.9％）

地域下水道事業特別会計
                （0.2％）

住宅新築資金等特別会計
                    （0.1％）

平成17年度
予算総額　383億8,326万３千円

●
予
算
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

中
間
市
企
画
財
政
課
財
政
係

1（
２
４
６
）
６
２
３
６

平成17年度予算

公
共
用
地
先
行
取
得
特
別
会
計

予
算
額
　
　
９
、０
０
０
万
円

新
し
く
公
共
施
設
な
ど
を
築
造

す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
用
地
を

先
行
し
て
取
得
し
、
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
会
計
で
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
額
27
億
５
、５
４
９
万
円

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
社
会

全
体
で
支
え
る
た
め
の
社
会
保
険

制
度
で
す
。
歳
入
の
う
ち
、
４
億

４
、
３
０
８
万
円
（
16
・
１
％
）
を

一
般
会
計
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

自
営
業
の
人
や
、
退
職
者
の

医
療
費
を
給
付
し
ま
す
。
前
年

度
に
比
べ
9.3
％
増
加
し
て
お
り
、

歳
入
の
う
ち
、
３
億
６
、５
６
８

万
円
（
6.8
％
）
を
一
般
会
計
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
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10

住みよいまちを築いていくために
ー環境基本計画の答申ー

市の環境施策の指針といえる環境基本計画の策定につ
いて、市長から諮問を受けた中間市環境審議会では平成
15・16年度の２ヵ年を費やして、その審議を終えました。
４月18日、環境審議会の上村武郎会長から大島市長に

「答申書」が手渡されました。
上村会長は「行政

と市民、事業所や学
校が一体となって取
り組める環境施策を
展開してほしい」と
の要望を語っていま
した。

今
年
も
大
空
に
…
!!

〜
中
間
の
風
物
詩
〜

ポストに感謝！
『いつも手紙を届けてくれてありがとう』

４月20日は郵政記念日。日本郵政
公社がスタートして２年が過ぎ、中
間郵便局において第72回郵政記念日
式典が開催されました。
恒例の一日郵便局長を中間ライオ

ンズクラブ副会長の松岡貞典さんが
務め、明願寺幼稚園の園児のみなさ
んがポストへの感謝を込めて清掃を
行いました。
子どもたちが熱心にポストを磨い

ている姿が微笑ましく思われました。

9

悠
々
と
大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
が
揚
げ

ら
れ
る
こ
の
時
季
、
河
川
敷
で
過
ご
す
家
族

連
れ
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。



①中間らしさがにじみ出る計画づくり
②市民の手による計画づくり
③実際に動く計画づくり

●目指す環境イメージ

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
点
検
・
評
価
な
ど
を
行
い
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
計
画

と
し
て
維
持
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
中
間
市
の
自
然
を
子
孫
へ
継
承
し
な
が
ら
、
住
み
よ

い
ま
ち
な
か
ま
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
参
加
の
も
と
、
実
施
し
て
い
く
べ
き
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
水
質
浄
化
運
動
」、「
循

環
の
ま
ち
を
目
指
し
た
資
源
回
収
運
動
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
プ
の
作
成
」
な
ど
の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

施
策
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
積
極
的
に
広
報
な
ど
で
、
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○水
市の中央を流下する遠賀川、その他河川、浮州池などのため池

○緑
垣生公園（埴生神社）、中島、鎮守の森などの市街地のごく近くに点
在する緑
○歴史
堀川の中間唐戸、垣生羅漢百穴などの文化財、堀川などの歴史的資源

○愛
水、緑、歴史などの中間市の環境を愛する心

①中間らしさがにじみ出る計画づくり
②市民の手による計画づくり
③実際に動く計画づくり

中間市の環境を考える会
（平成16年１月～９月）

中間市自然観察会（平成16年８月）中間市自然環境調査
（平成15年８月～平成16年８月）

中間市環境シンポジウム（平成16年12月）

中間市環境基本計画の素案に対する市民意見の
募集（平成17年２月14日～28日）

『中間市環境基本計画』
平成17年３月策定

中
間
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

中
間
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

きれいな水、いきいきとした緑、昔を感じる歴史、
愛にあふれ、住みよいまち　なかま

◎中間市環境基本計画・概要版を
４月25日に組回覧で配付しましたが、
ホームページでも閲覧できます。

○各種アンケート調査
市民アンケート　　　　（平成15年10月～11月）

事業者アンケート　　　（平成15年10月～11月）

農業従事者アンケート　（平成15年10月）

環境市民団体アンケート （平成15年10月）

小中学校アンケート　　（平成15年10月～11月）

中学生アンケート　　　（平成15年10月～11月）

※三つのコンセプトを念頭に
平成15年から中間市環境基本計画
策定事業を実施

※三つのコンセプトを念頭に
平成15年から中間市環境基本計画
策定事業を実施
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人
と
環
境
が
溶
け
合
う

ま
ち
を
目
指
し
て
！

一
人
ひ
と
り
の
知
と
力
で

自
然
循
環
型
エ
コ
生
活
を

目
指
し
て
！

生
き
物
と
共
生
す
る
ま
ち
を

目
指
し
て
！

生
き
物
と
共
生
す
る
ま
ち
を
目
指
す

中間市環境基本計画の施策体系図

こ
ど
も
た
ち
と
つ
く
る

自
然
の
ふ
る
さ
と
を

目
指
し
て
！

足
も
と
か
ら
の
取
組
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

す
る
ま
ち
を
目
指
し
て
！

住
民
参
加
で
未
来
の
な
か
ま
を
つ
く
る

生
活
排
水
対
策
に
み
ん
な
で
取

り
組
む

生
命
の
源
と
な
る
、
環
境
を
守

り
続
け
る

一
人
ひ
と
り
の
力
に
よ
り
ご
み

減
量
を
推
進
す
る

自
然
と
共
生
で
き
る
空
間
を
守

り
、
活
用
す
る

郷
土
の
歴
史
を
継
承
す
る

水
と
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み

を
目
指
す

ま
ず
自
分
の
足
下
か
ら
地
球
温

暖
化
防
止
に
取
り
組
む

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
…

環
境
教
育
を
継
続
す
る
環
境
を
目
指
す

静
か
で
、
ず
っ
と
お
い
し
く
深

呼
吸
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す

１
、
地
形
・
地
質

動
植
物

きれいな水、いきいきとした緑、昔を感じる歴史、愛にあふれ、住みよいまち　なかま

項
　
目

環
　
境
　
目
　
標

取
　
組
　
の
　
方
　
向
　
性

●
法
制
度
、
開
発
抑
制
に
基
づ
く
保
全

●
す
ぐ
れ
た
緑
地
の
保
全

●
外
来
種
・
ペ
ッ
ト
対
策
　
●
普
及
・
啓
発
（
生
物
、
自
然
等
）

１
、
水

３
、
土

４
、
ご
み

１
、
身
近
な
み
ど
り
・

水
辺

２
、
歴
史
・
文
化

３
、
都
市
景
観

１
、
地
球
温
暖
化

１
、
環
境
教
育
・

学
習

●
公
共
下
水
道
等
の
整
備
　
●
家
庭
排
水
の
浄
化

●
事
業
所
排
水
対
策
　
●
普
及
・
啓
発
（
水
質
の
改
善
）

◇
大
気
質
　
◇
悪
臭
　
◇
振
動
・
騒
音

●
関
係
機
関
と
連
携
し
て
発
生
源
対
策
を
検
討
（
県
に
要
請
又
は
県
と
協
力
）

●
発
生
源
へ
の
指
導
、
啓
発

◇
土
壌

●
情
報
収
集
・
指
導
・
啓
発
（
県
に
要
請
又
は
県
と
協
力
）

◇
化
学
物
質

●
情
報
収
集
・
啓
発
（
関
係
機
関
に
要
請
又
は
協
力
）

●
ご
み
の
発
生
抑
制

●
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
（
広
域
組
合
と
連
携
、
調
整
）

●
適
正
な
処
理
（
県
、
広
域
組
合
と
連
携
、
調
整
）

◇
み
ど
り

●
緑
化
推
進
　
●
公
園
等
の
緑
地
整
備

◇
水
辺

●
水
辺
の
自
然
回
復
（
関
係
機
関
と
連
携
）

●
水
辺
の
親
水
性
向
上
（
関
係
機
関
と
連
携
）

●
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
保
全
伝
承

●
歴
史
的
雰
囲
気
を
積
極
的
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
普
及
・
啓
発
（
歴
史
・
文
化
）

●
都
市
景
観
の
整
備

●
車
の
利
用
抑
制
　
●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

●
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
対
策
（
関
係
機
関
と
連
携
・
調
整
）

●
普
及
・
啓
発
（
省
エ
ネ
等
）

●
環
境
教
育
の
総
合
的
な
推
進
　
●
人
材
育
成
・
場
の
提
供

●
情
報
提
供
　
●
学
校
、
企
業
の
環
境
学
習
促
進

●
環
境
保
全
活
動
の
総
合
的
な
推
進

●
市
民
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

●
事
業
者
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

２
、
空
気

２
、
環
境
保
全
行
動

中間市環境基本計画の施策体系図 中間市環境基本計画書より抜粋

お問い合わせは … 環境保全課環境保全係　1（２４６）６２６５・5（２４４）１３１７
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夏
休
み
に
な
っ
て
、
読
書
感
想
文
を
書

こ
う
と
思
っ
た
私
は
、
母
に
頼
ん
で
図
書

館
か
ら
、
数
冊
の
本
を
借
り
て
き
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
数
冊
の
名
作
の
中
で
、

一
番
興
味
を
も
っ
た
の
が
、「
伊
豆
の
踊

子
」
で
し
た
。「
伊
豆
の
踊
子
」
の
主
人

公
「
私
」
は
、
作
者
で
あ
る
川
端
康
成
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
説
は
、
静
岡

県
の
伊
豆
半
島
を
北
か
ら
南
へ
旅
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
人
々
に
出
会
い
、
特
に
、
旅

芸
人
で
あ
る
踊
子
「
薫
」
た
ち
一
家
と
の

交
流
を
描
い
た
も
の
で
す
。
作
者
は
、
他

の
作
品
で
「
湯
ヶ
島
は
今
の
私
の
第
二
の

故
郷
と
思
わ
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
よ
う

に
、
伊
豆
半
島
の
湯
ヶ
島
や
湯
ヶ
野
、
下

田
へ
至
る
街
道
の
伊
豆
の
大
自
然
に
対
す

る
深
い
愛
情
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
が
、
こ
の
小
説
を
書
く
動
機
の
一
つ

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

私
は
、
こ
の
小
説
を
読
ん
で
い
く
う
ち

に
、
作
者
の
表
現
の
豊
か
さ
と
美
し
さ
に

強
く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
夕
暮
れ
か
ら
ひ
ど
い
雨
に
な
っ
た
。

山
々
の
姿
が
遠
近
を
失
っ
て
白
く
染
ま

り
、
前
の
小
川
が
見
る
見
る
黄
色
く
濁
っ

て
音
を
高
め
た
」
や
、「
雨
が
上
が
っ
て
、

月
が
出
た
。
雨
に
洗
わ
れ
た
秋
の
夜
が
冴さ

え
冴ざ

え
と
明
る
ん
だ
」
な
ど
、
伊
豆
の
美

し
い
大
自
然
を
上
手
く
表
現
し
て
い
ま

す
。
目
を
つ
ぶ
れ
ば
、
そ
の
風
景
が
次
々

と
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。
私
は
、
こ

の
小
説
を
読
ん
で
、
と
て
も
気
に
か
か
っ

た
部
分
が
何
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
著
者
が
峠
の
茶
屋
の
お
婆
さ
ん

に
、「
あ
の
芸
人
は
今
夜
ど
こ
で
泊
ま
る

の
で
し
ょ
う
」
と
尋
ね
る
と
「
あ
ん
な
者
、

ど
こ
で
泊
ま
る
や
ら
分
か
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
か
、
旦
那
様
。
お
客
が
あ
れ
ば
あ

り
次
第
、
ど
こ
に
だ
っ
て
泊
ま
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
よ
。
今
夜
の
宿
の
あ
て
な
ん
ぞ

ご
ざ
い
ま
す
も
の
か
」
と
い
う
冷
た
い
言

葉
が
返
っ
て
き
て
、
著
者
で
あ
る
川
端
康

成
も
、
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
た
よ
う
で

す
。
次
に
踊
子
の
お
母
さ
ん
が
言
っ
た
言

葉
で
、こ
の
よ
う
な
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。

著
者
が
、
水
を
飲
み
た
い
と
言
っ
た
場
面

で
、「
さ
あ
、
お
先
に
飲
み
な
さ
い
ま
し
。

手
を
入
れ
る
と
濁
る
し
、
女
の
後
は
汚
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

大
正
時
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

踊
子
の
お
母
さ
ん
は
、
女
性
で
あ
る
自
分

た
ち
の
こ
と
を
、
さ
げ
す
ん
で
表
現
し
て

い
ま
す
。

私
は
、
身
分
の
違
い
が
絶
対
的
な
も
の

の
よ
う
に
感
じ
、
現
代
で
は
と
て
も
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
ご
く
普
通
で

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

「伊豆の踊子で感
じた時代の違い」
林田　梓さん

（中間東中学校２年）

昨年度中間市読書感想文
コンクール入賞作品

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

強
く
な
ろ
う
！

私
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
た
く

さ
ん
の
「
契
約
」
を
し
て
い
ま
す
。

契
約
と
は
「
合
意
」
で
す
。
売

り
手
と
買
い
手
が
あ
る
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
売
買
を
合
意
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
は
欲
し
い
も
の
を
手

に
い
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

契
約
は
自
由
な
意
志
で
な
さ
れ

た
約
束
で
す
か
ら
、
約
束
を
お
互

い
に
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
訪
問
販
売
な
ど
、
特

定
の
取
引
に
関
し
、
い
っ
た
ん
契

約
が
成
立
し
た
後
で
も
、
理
由
に

関
係
な
く
一
定
期
間
は
消
費
者
が

自
由
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度

が
あ
り
、
こ
れ
が
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
（
訪
問
販
売
）
■

●
契
約
し
た
場
所
は
ど
こ
か

①
営
業
所
以
外
の
場
所

自
宅
、
街
頭
、
路
上
、
喫
茶
店
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
一
日
だ
け
の
展

示
会
な
ど

②
事
業
者
に
連
れ
込
ま
れ
た
場
合

の
営
業
所

③
電
話
な
ど
で
呼
び
出
さ
れ
て
行

っ
た
営
業
所
（
目
的
は
告
げ
ず
）

④
目
的
は
告
げ
た
が
あ
な
た
だ
け

特
別
有
利
に
と
呼
び
だ
さ
れ
て

行
っ
た
営
業
所
な
ど

●
何
を
買
う
契
約
を
し
た
の
か

契
約
し
た
商
品
が
政
令
で
指
定

さ
れ
た
商
品
、
役
務
、
権
利
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
す

①
商
品
は
時
計
、
家
具
な
ど
57
種
類

②
役
務
は
エ
ス
テ
な
ど
20
種
類

③
権
利
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
権

な
ど
３
種
類

●
契
約
書
面
は
も
ら
っ
た
か
、

受
け
取
っ
て
か
ら
何
日
目
か

①
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら

８
日
以
内
で
あ
る
こ
と

②
契
約
書
面
に
契
約
内
容
が
正
し

く
記
載
さ
れ
て
い
な
い

③
契
約
書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
権
利
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

④
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
書

を
簡
易
書
留
で
送
る

次
の
よ
う
な
場
合
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん

①
消
耗
品
を
開
封
し
た
り
使
用
し
た

②
総
額
三
千
円
未
満
の
現
金
取
引

③
消
費
者
か
ら
呼
ん
だ
上
の
契
約
　

※
不
明
な
点
は
、
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

消費生活相談窓口
1（２４６）５１１０

悪質 商法

あ
り
、
正
直
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
私
が
最
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
は
、
旅
の
途
中
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

の
村
の
入
口
に
あ
る
、「
物
乞ご

い
旅
芸
人

村
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
書
い
た
立
て

札
で
す
。
こ
の
時
代
は
、
ま
だ
、
男
女

差
別
や
職
業
差
別
が
非
常
に
激
し
く
、

私
は
、
こ
の
部
分
を
読
ん
だ
と
き
、
と

て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
、
現
代
と
の
大
き
な
違
い

に
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

最
後
の
場
面
で
は
、
著
者
が
踊
子
た

ち
と
別
れ
て
乗
っ
た
船
の
中
で
涙
を
流

し
て
い
る
と
、「
何
か
御
不
幸
で
も
お
あ

り
に
あ
っ
た
の
で
す
か
」
と
、
周
り
の

人
に
聞
か
れ
、「
い
い
え
、
今
人
に
別
れ

て
き
た
ん
で
す
」
と
、
素
直
に
答
え
て

い
ま
す
。
著
者
自
身
、「
頭
が
澄
ん
だ
水

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
ぽ

ろ
ぽ
ろ
零
れ
、
そ
の
後
に
は
何
も
残
ら

な
い
よ
う
な
甘
い
快
さ
だ
っ
た
」
と
、

表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
、
人
前

で
男
が
泣
く
と
い
う
こ
と
は
、
男
ら
し

く
な
い
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
私
は
そ

う
は
思
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も

清
々
し
く
美
し
い
涙
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
話
が
現
代
だ
と
す
る
と
…
…
こ

の
二
人
の
運
命
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
る
時
代
、
伊
豆

の
踊
子
の
影
響
で
、
一
部
の
学
生
の
間

で
は
、
伊
豆
へ
の
旅
行
が
流
行
し
た
そ

う
で
す
。「
き
っ
と
、
な
に
か
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
、
い
い
こ
と
に
出
会
え
そ
う
」

に
思
え
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
私
も
、

「
伊
豆
の
踊
子
」
を
読
ん
で
、
伊
豆
を
旅

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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縦覧帳簿・固定資産課税台帳縦覧帳簿・固定資産課税台帳をお見せしますをお見せします
■縦覧帳簿の縦覧■
固定資産税の納税者が、本人の固定資産の価格が適正

であるかどうかを確認するために、土地または家屋価格
等縦覧帳簿で、他の土地または家屋の価格と比較するこ
とができます。

土地の所在・地番・地目・地積・価格が
記載されています
家屋の所在・家屋番号・種類・構造・建
築年・床面積・価格が記載されています
５月31日（火）までの午前８時30分～午後
５時（土・日曜日、祝日を除く）

家屋価格等
縦覧帳簿

縦 覧 期 間

縦 覧 場 所 税務課（市役所本館１階）
〇市内に所在する土地や家屋の固定資産
税の納税者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税者からの委任状をお持ちの人

縦覧できる人

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの

※納税者が法人の場合は、法人の委任状が
必要です。

審査申出期間

４月１日から納税通知書の交付を受けた日
後60日まで
※課税台帳に登録された価格に不服があ
る場合は、中間市固定資産評価審査委員
会に審査の申し出ができます。

※土地・家屋の課税明細書を４月１日に送付しました
ので、課税内容などをご確認ください。

土地価格等
縦覧帳簿

現在、閲覧できます。午前８時30分～午
後５時（土・日曜日、祝日を除く）閲 覧 期 間

閲 覧 場 所 税務課（市役所本館１階）
〇納税義務者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税義務者からの委任状をお持ちの人
〇借地人・借家人（賃貸借契約書等が必要）
※借地人または借家人は、当該借地また
は借家にかかる固定資産に限ります。

閲覧できる人

閲覧および
証明手数料

１件300円　ただし縦覧期間中（４月１日
～５月31日）は、閲覧に限り無料

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの
〇権利を証明できるもの

●問合先　税務課資産税係1（２４６）６２７４

縦覧方法

閲覧方法

土地価格等縦覧帳簿は、市内に所在する土地の固定資
産税の納税者に、家屋価格等縦覧帳簿は、市内に所在す
る家屋の固定資産税の納税者に、縦覧期間中にご覧いた
だくことができます。
■固定資産台帳の閲覧■
固定資産（土地・家屋・償却資産）の所有者や借地借

家人などの関係者は、平成17年度の固定資産税・都市計
画税の課税のもととなる、固定資産税台帳（固定資産の
所有者の住所・氏名、所在地番、評価額、課税標準額な
どが記載されたもの）を閲覧することができます。

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
、
全
国
一
斉
に
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
近
代
水
道
が
誕
生
し
て

以
来
、
今
日
ま
で
１
世
紀
を
超
え
、

こ
の
間
の
水
道
の
普
及
は
目
覚
ま

し
く
、
現
在
で
は
全
国
で
95
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
普
及
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
本
市
水
道
の
普
及
率
も

中
間
市
で
100
パ
ー
セ
ン
ト
、
遠
賀

町
で
99
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

水
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。
農
作
物
、

水
路
、
魚
の
生
息
、
水
力
発
電
、

観
光
、
防
火
、
そ
し
て
人
間
生
活

の
後
始
末
…
。

水
道
は
、
市
民
の
健
康
で
文
化

的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

生
活
環
境
の
改
善
や
防
火
、
産
業

の
発
展
な
ど
の
効
用
を
兼
ね
備
え

て
お
り
、
人
間
の
生
存
に
と
っ
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

水
道
週
間
は
、
こ
う
し
た
水
道

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い

理
解
と
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

中
間
市
の
水
道
は
、
水
道
事
業

の
使
命
で
あ
る
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
、
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
に
、
浄
水
場
で
原
水
を「
回
転

円
板
法
」に
よ
り
生
物
酸
化
処
理

す
る
高
度
浄
水
処
理
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
唐
戸
浄
水
場
と
西
部
浄

水
場
の
施
設
見
学
も
で
き
ま
す
の

で
、
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

花
の
種
と
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
。
気
軽
に
水
道
局
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

水道週間６月１日s７日

水道水水道水
まちのすみまでまちのすみまで
未来まで未来まで

花
の
種
と
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
配
布

浄
水
場
の
見
学
が
で
き
ま
す

●
水
道
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

中
間
市
水
道
局

1（
２
４
６
）
６
２
６
４
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●
対
象
児

平
成
17
年
１
月
12
日
か

ら
平
成
17
年
２
月
22
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

６
月
22
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診
察
・

育
児
相
談
・
母
乳
と
ミ
ル
ク
の
話

●
対
象
児

平
成
16
年
９
月
21
日
か

ら
平
成
16
年
10
月
25
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

６
月
１
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相

談
・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
15
年
11
月
６
日
か

ら
平
成
15
年
12
月
７
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

６
月
８
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容
　
問
診
・
身
体
計
測
・
診

察
・
歯
科
健
診
・
育
児
相
談
・
言

語
、
心
理
発
達
相
談
・
栄
養
相
談

・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
14
年
５
月
20
日
か

ら
平
成
14
年
６
月
20
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

６
月
15
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

尿
検
査
・
問
診
・
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ナ
ー
検
査（
目
の
写
真
）・
身

体
計
測
・
診
察
・
歯
科
健
診
・
育

児
相
談
・
言
語
、
心
理
発
達
相
談
・

栄
養
相
談
・
歯
科
指
導

●
日
　
時

〇
６
月
14
日（
火
）・
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
妊
娠
届
出
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
（
40

歳
以
上
は
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
）

●
内
　
容

血
圧
測
定
・
健
康
相
談
・

尿
検
査

※
体
内
脂
肪
率
測
定
を
行
い
ま
す
。

保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

母
子
健
康
手
帳
交
付

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

７
ヵ
月
児
健
診

４
ヵ
月
児
健
診

健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

子子
どど
もも
のの
歯歯
のの
健健
康康
づづ
くく
りり
にに
つつ
いい
てて
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

14

時
　
間

月
　
日

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

６
月
24
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

Ｑ
１

自
分
で
歯
み
が
き
す
る
の

は
好
き
だ
け
ど
、
仕
上
げ
磨
き

を
い
や
が
り
ま
す
。

Ａ
１
　
自
分
で
磨
こ
う
と
す
る
の

は
、
い
い
こ
と
で
す
か
ら
、
し

っ
か
り
ほ
め
て
あ
げ
て
、
上
手

な
磨
き
方
を
徐
々
に
教
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
好
き
な
人
形
や
ぬ

い
ぐ
る
み
に
歯
ブ
ラ
シ
を
あ
て

て
、
「
仕
上
げ
磨
き
ご
っ
こ
」

を
し
た
り
、

ビ
デ
オ
や
絵

本
を
活
用
し

て
、
楽
し
い

雰
囲
気
で
仕

上
げ
磨
き
を

勧
め
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
も
嫌
が
る
場
合

は
、
前
歯
の
す
き
間
、
奥
歯
の

く
ぼ
み
な
ど
の
汚
れ
が
た
ま
り

や
す
い
部
分
を
中
心
に
手
早
く

磨
い
て
、
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を

し
っ
か
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
２

お
菓
子
や
果
物
ば
か
り
食

べ
た
が
っ
て
、
ご
飯
を
食
べ
よ

う
と
し
ま
せ
ん
。

Ａ
２

お
菓
子
や
果
物
は
、
時
間

と
量
を
決
め
て
、
お
や
つ
の
時

間
に
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ど
う
し
て
も
食
事
ど
き
に

お
菓
子
を
食
べ
た
が
る
時
に
は
、

食
前
で
は
な
く
、
デ
ザ
ー
ト
と

し
て
食
後
に
少
量
与
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
果
物
を
使
っ
た
サ
ラ

ダ
や
、
野
菜
（
か
ぼ
ち
や
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
）
の
甘
み
を
生

か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

Ｑ
３

食
事
を
よ
く
か
ま
ず
に
飲

み
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

Ａ
３

幼
児
期
は
、
離
乳
食
か
ら

卒
業
し
て
も
、
ま
だ
、
大
人
と

同
じ
よ
う
に
硬
い
肉
な
ど
を
上

手
に
噛か

む
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
食
べ
や
す
く
調
理
す
る
必

子
ど
も
の
歯
磨
き
の
し
か
た
や
、
お
や
つ
の
与
え
方
に
つ

い
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
乳
幼
児
健
診
で
よ

く
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
せ
か
さ
れ
な

が
ら
食
事
を
し
て
い
る
と
、
あ

せ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
飲
み
込

む
の
が
く
せ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
事
の
内

容
だ
け
で
な
く
、
食
事
ど
き
の

子
ど
も
へ
の
接
し
方
も
一
度
振

り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
わ
ん
ぱ
く
広
場
と
育
児
相
談
で

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指
導

を
行
い
ま
す
■

●
対
　
　
象

１
歳
以
上
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

●
日
　
　
時

６
月
６
日
（
月
）、

６
月
27
日
（
月
）
い
ず
れ
も
、
受

付
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
（
終

了
は
11
時
30
分
予
定
）

※
２
日
と
も
同
じ
内
容
で
行
い
ま

す
。

●
場
　
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー
・

多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　
　
容

歯
科
衛
生
士
に
よ

る
講
話
と
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

普
段
使
っ

て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

●
問

合

先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１
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■
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
■

そ
の
後
、
買
物
の
際
に
レ
ジ
袋

は
断
っ
て
い
ま
す
か
？

商
品
を
レ
ジ
に
差
し
出
す
前
に

「
袋
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
声
を
掛

け
る
と
、
レ
ジ
の
人
も
分
か
り
や

す
い
よ
う
で
す
。

●
二
酸
化
炭
素
（
CO2
）
排
出
係
数

さ
て
、
今
回
は
福
岡
県
が
配
布

し
て
い
る
環
境
家
計
簿
の
な
か
か

ら
、
CO2
排
出
係
数
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
CO2
排
出
係

数
は
、
左
表
の
よ
う
に
使
用
し
た

電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
CO2
排
出
量
が

計
算
で
き
る
も
の
で
す
。そ

れ
ぞ
れ

の
使
用
量
の

単
位
と
係
数

が
違
い
ま
す
。

数
字
が
大
き

い
ほ
ど
CO2
が

発
生
し
や
す

い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

我
が
家
の
昨
年
１
年
間
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
使
用
量
は
27
・
１
k
、
係

数
が
6.3
で
す
か
ら
CO2
発
生
量
は
約

170
㎏
。
27
・
１
k
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

熱
量
を
都
市
ガ
ス
に
換
算
す
る
と
、

59
k
と
な
り
ま
す（
西
部
ガ
ス
調
べ
）。

係
数
が
2.1
で
す
か
ら
CO2
発
生
量
は

約
124
㎏
。
使
用
量
は
増
え
る
も
の

の
、
CO2
排
出
量
は
減
り
ま
す
。

リ
ッ
タ
ー
10
㎞
の
我
が
家
の
マ

イ
カ
ー（
ガ
ソ
リ
ン
車
）で
往
復
100

㎞
の
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
場
合
、
23

㎏
の
CO2
排
出
量
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
都
市
ガ
ス
に
換
算
し
た
場
合

の
約
５
分
の
１
に
も
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
を
出
し
て
も
CO2
が
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
焼
却
処

理
時
に
、
燃
料
を
使
っ
て
い
る
た

め
で
す
。
特
に
生
ゴ
ミ
を
出
す
場

合
は
よ
く
水
を
切
り
、
な
る
べ
く

作
り
過
ぎ
な
い
、
食
べ
残
さ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
中
間
市
で
は
生
ゴ
ミ
処

理
機
の
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
電
気
は
意
外
と
係
数
は
小
さ

い
の
で
す
が
、
家
庭
で
使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
で
は
最
も
多
く
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
（
環
境
省
調
べ
）。

日
々
の
生
活
の
中
で
節
約
や
、

省
エ
ネ
に
心
が
け
れ
ば
CO2
の
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
も
っ
た
い

な
い
」
を
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
月
一
度
、
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
の
懇
談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

詳
細
や
ご
意
見
は
推
進
員
ま
で
。

シ
リ
ー
ズ
②

福
岡
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
委
員

佐
藤
正
純
さ
ん

1
０
９
０（
３
６
０
６
）

６
２
９
６

平成17年10月１日に実施する国勢調査の調査員を募
集します。
国勢調査員は、事務説明会への出席、調査区の確認、

調査票の配布と回収、点検、提出が主な仕事です。
●申込受付期間 ６月６日（月）～30日（木）・午前９
時～午後４時（土・日曜日を除く）

●申込要件
〇20歳～65歳の人
〇責任を持って調査の事務を遂行できる人
〇秘密の保護に関し信頼のおける人
※調査期間中は、非常勤の国家公務員となります。
●募集人数 180人（定員になり次第締め切ります）
●調査員手当 国の決定に基づいて支給

（１調査区42,000円～45,000円程度）
●実働期間 ９月20日（火）～10月20日（木）
●申込受付場所 企画財政課前会議室（市役所２階）
●申込方法 来庁のうえ、所定の応募用紙にて申し込
みください
●問 合 先 企画財政課企画係1（２４６）６２３４

調査員募集調査員募集
５年に一度の５年に一度の
一大イベント！一大イベント！

ウォークラリー大会の参加者募集
保健センターでは、毎年「にこにこウォークラリー

大会」という、野外ゲーム形式のウォーキング大会を
行っています。
今回は4.2㎞コースを用意し

ています。ご家族・お友だちを
誘って、ぜひご参加ください。
※３月５日に開催予定だったウ
ォークラリー大会は残念ながら
悪天候のために中止となりまし
た。たくさんの申込ありがとう
ございました。
●開 催 日 ５月21日（土）

受　付…午前８時30分～
開会式…午前９時～

●競技開始 午前９時15分～（終了は午後１時前後の
予定です）

※雨天の場合は５月22日（日）に延期します（小雨は決
行します）。
●集合場所 保健センター
●参 加 費 無料
●募集チーム数 20チーム
※１チーム５人程度。個人での参加もできます。
●申込方法 電話または保健センター窓口で申し込み

ください
●申込締切 ５月17日（火）
※申込多数の場合は、募集チーム数に達し次第、締め
切ります。
●申込・問合先 保健センター1（２４６）１６１１



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お

知
ら
せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏

名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中

間
市
秘
書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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越越
天
楽

え
て
ん
ら
く

日
が
な
流
し
て
花
の
宮土

手
ノ
内
二
丁
目
　
小
　
田
　
敏
　
子
　

後後
ろ
手

う

し

ろ

で

に
花
仰
げ
る
は
亡
き
師
と
も

上
底
井
野
　
　
　
　
島
　
津
　
貞
　
子

郷郷
社

ご
う
し
ゃ

た
る
構
え
の
鳥
居
初
桜

上
底
井
野
　
　
　
　
添
　
田
　
キ
ヨ
子

ああ
な
ど
り
て
長
引
か
せ
た
る
春
の
風
邪

通
谷
一
丁
目
　
　
　
石
　
松
　
梅
　
子

花花
の
宮
句
碑
に
故
人
を
偲
ぶ
つ
つ

通
谷
三
丁
目
　
　
　
松
　
原
　
藤
　
雄

夕夕
映
え
の
河
口
を
い
ま
し
翔
び
た
て
る
ゆ
り
鴎
ら
の
白
の
輝か

が
や

き

垣
生
　
　
　
　
　
　
勝
　
原
　
た
か
子

杉杉
鉄
砲
に
興
じ
し
日
々
も
は
る
か
に
て
い
ま
花
粉
症
に
病
む
な
り
わ
れ
は

土
手
ノ
内
一
丁
目
　
久
　
野
　
サ
ヨ
子
　

千千
両
が
実
を
つ
け
ざ
れ
ば
南
天
を
代
は
り
に
活
け
て
離
れ
て
見
を
り

土
手
ノ
内
二
丁
目
　
入
　
部
　
順
　
子

未未い
ま

だ
し
も
ガ
ス
の
噴
く
な
る
島
な
れ
ど
故
郷

ふ
る
さ
と

恋
し
と
帰
り
ゆ
く
な
り

通
谷
一
丁
目
　
　
　
宮
　
崎
　
弥
　
生

ぼぼ
た
ん
雪
降
り
き
て
庭
も
薄
化
粧
下
校
の
児
ら
の
声
の
賑
わ
し

通
谷
一
丁
目
　
　
　
岡
　
田
　
ヤ
　
ヨ

胸胸
の
鬱う

つ

吐
い
て
い
る
の
か
浅
蜊

あ

さ

り

貝
朝
霧
二
丁
目
　
　
　
加
　
地
　
陽
　
子

恩恩
人
に
見
て
欲
し
か
っ
た
晴
れ
姿

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
松
　
下
　
未
代
子

札札
束
の
諭
吉
が
嫌
う
汚
れ
た
手中

間
三
丁
目
　
　
　
古
　
野
　
つ
と
む

巣巣
立
ち
し
て
心
に
沁し

み
る
深
い
恩

小
田
ヶ
浦
一
丁
目
　
川
　
端
　
千
鶴
子

戸戸
を
繰く

れ
ば
春
香
一
番
沈
丁
花

じ
ん
ち
ょ
う
げ通

谷
五
丁
目
　
　
　
浜
　
下
　
ス
ミ
エ

金
子
哲
也
　
選

永
山
　
篁
　
選

文

芸

健康づくりと仲間づくり　中高年から最適スポーツ

★なまえ　王
わん

（メス・10歳）

★飼い主 ジョーさん（鍋山）
大好きな食べ物はビビンバ
とサムギョプサルです。犬
たちも

．
韓流にはまっています。

中
間
市
歌
人
協
会

岡
部
嘉
明
　
選

無料招待体験ボウリング講座を開催

■講座内容
○ＬＴＢ教室方式による５週間のレッスンと
６週目の親睦大会と茶話会
○毎回20分のＶＴＲレッスンとストレッチ体
操、ボウリング実技
①設備の名称、基本マナー、フォーム
②スコアーのつけ方とチェックポイント
③バランスとスペアーアングル
④ボウリングの基本総まとめ
⑤わかりやすい熟年スポーツ科学
⑥卒業トーナメントと茶話会
※継続する人のためのプログラムをご案内

■講　　師 JPBAプロ協会公認　松野哲治プロ
JPBAプロ協会公認　松村伊津子プロ

■受講資格 中間市周辺在住で40歳以上の男女
■定　　員 各コース先着16人
■申込方法　折尾スターレーンに直接電話で申し込み
■問 合 先 折尾スターレーン1（６０１）３９００

中高齢者にとって、一番の関心事は「健康」です。安全で手軽にだれもが楽し
めるボウリングが、生涯スポーツとして今注目されています！
中高年からの健康維持・増進には最適な運動量があり、高齢になっても続けられ、

コミュニケーションの手段としても十分効果が得られます。

■実施期間 毎週火・水・木曜日コース（６週間連続）
○火曜日コース　６月７日～７月12日
○水曜日コース　６月８日～７月13日
○木曜日コース　６月９日～７月14日

■時　　間 午後１時30分～（２時間程度）
■会　　場 折尾スターレーン



殴られ屋の女神

今月のオススメ図書

北
九
州
市
や
直
方
市
、
行
橋
市
、
豊
前
市
、
遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
、
京
都
郡

（
苅
田
町
は
除
く
）、
築
上
郡
の
図
書
館
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

市
民
図
書
館
1（
２
４
５
）４
６
６
４

池永　陽・著
一発1000円の殴られ屋。

奇妙な商売を始めた理由
は、ノックアウトされる
寸前に見える幻の女性。
仕事を失い、妻を失い、

家を失い、全て失って、
今夜も男は街に出る…。

くまざわくんのたからもの

きたやまようこ・作　

しっかり者の犬のいぬ
うえくんとのんびりやの
熊のくまざわくん。
くまざわくんの宝物を

めぐり、いぬうえくんが
とった行動とは？
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３月20日（日）大きな地震があ
り、私にとって忘れられない日
になりました。地震が起きたと
き、私はアパートにいましたが
すぐにこれは大きいものだと分
かりました。このような地震を
多くの人々が、経験したのは初
めてということでしたが、私も

同様でした。
私は、この地震によって私の存在について、多く

のことを考させられる機会を得ました。
もし今日がこの地球の最後の日であるならば、私

は人々に愛情といたわりをもって接し、私が達成し
たい全てのことをやり遂げようと思います。いつも
欲しかったあの美しい盆栽を買って、もし子どもが
いたら公園に連れて行き、そして近所の人にあいさ
つをして私の家族や友だちに私がいかに彼らを愛し
ているかを知らせます。また、私たちはこの世に残
された時間がたくさんあると思うから、物事を後回
しにして手をつけていないことがたくさんあります。
現代では、科学技術が私たちをさらに長生きさせ、

皆不滅のようです。
あなたは人々を手助けできるがその時間がない場

合、次にその機会があれば、時間を都合して、彼ら
を助けてください。
あなたが家を離れ、両親に別れを告げるとき、ど

んなにあなたが彼らを愛しているかを言ってくださ
い。あなたのお子さんが学校で良い子だったら、背
中を撫

な

ぜて「なんて良い子なんだ」と彼らに言って
ください。
誇りに思っているよと言ってください。毎日これ

らの小さなことを私たちがしているとそのことで私
たちは記憶に残ります。
人々は、松本治一郎、マハトマガンジー、マーテｲ

ン・ルースター　キング、そして熱心に勉強し、しか
も親切な生徒たちや、生徒のために疲れを知らず働
く先生、子どもたちのために自分を犠牲にしたり、
地域社会にお金を与えたりした父や母のことは決し
て忘れません。
あなたが、今日ここを去って行くとして、このよ

うに人の記憶に残っていたいと望むでしょうか？考
えてみてください。
もし答えが「ノー」であるならば、あなたは周囲

の人々を助けるために、より良い人生を送る必要が
あるということを、あなた自身に明確にする必要が
あります。
あなたは、人類全ての人に記憶される必要はあり

ませんが、もしも今日があなたの最後の日であるな
らば、あなたを知っている人や、あなたを愛してい
る人々にどのように記憶されたいでしょうか？

ラリンドラから贈る言葉

生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！
「わが家のすこやかちゃん」欄では、元気なお子さん（生

後６ヵ月～５歳）を掲載します。広報紙デビューのチャンス
です。ふるってご応募ください。
ご希望の人は ① お子さんの写真 ② 名前 ③ 生年月日
④ 応募者の名前・お子さんとの続柄 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号
⑦ 紹介文（60字～70字程度）を添えてお送りください。

外国語指導助手として市内の中学校で英
語の授業を行っている、ラリンドラさんの
エッセイです。

藤
ふじ

原
はら

勇
ゆう

気
き

ちゃん

平成16年３月18日生（岩瀬一丁目）

保育園でたくさんお友
だちを作って元気で育っ
てね。

池
いけ

崎
ざき

斗
と

湧
わ

ちゃん

平成16年11月15日生（中間二丁目）

最近、少し寝返りがで
きるようになりました。
早く歩けるようになっ

て、あっちこっち探検し
たいな。
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おすすめ料理

作作り方

抹茶ミルクかん

①粉寒天と水200pを鍋
に入れて中火にかけて
煮溶かす。
②抹茶は、湯大さじ１で
溶く。
③①の寒天液に砂糖を混
ぜ、牛乳と②を加える。
④一人分ずつの型に流し
入れて固める。
⑤型から抜き、器に盛り、
ゆで小豆をのせる。

一人分…208kcal

中間市食生活改善推進会（緑の会）

材　料　４人分
粉寒天………………４g
水…………………200p
牛乳………………300p
砂糖…………………70g
抹茶……………小さじ２
湯………………大さじ１
ゆで小豆……………適量

●
試
験
期
日

〇
筆
記
試
験
…
８
月
３
日
（
水
）、

４
日
（
木
）
・
２
日
間

〇
実
技
試
験
…
10
月
15
日
（
土
）、

16
日
（
日
）
・
２
日
間

※
実
技
試
験
は
受
験
生
の
数
に
よ

り
、
１
日
で
実
施
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
試
験
会
場

第
一
保
育
短
期
大

学
・
第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府

市
五
条
三
丁
目
11
‐
25
）

●
受
付
期
間

５
月
16
日
（
月
）
〜

５
月
27
日
（
金
）

※
こ
の
試
験
は
、
資
格
試
験
で
採

用
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
願
書
の
配
布
は
社
会
福
祉
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

社
会
福
祉
課

福
祉
係
（
市
役
所
１
階
）

1（
２
４
６
）
６
２
４
８

●
利
用
対
象
者

〇
寝
具
の
衛
生
管
理
な
ど
が
困
難

な
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
に
属
す
る
高
齢
者

〇
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
な

ど
の
理
由
で
寝
た
き
り
と
な
っ

て
い
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
高
齢
者

●
申
込
締
切

５
月
31
日
（
火
）

●
回
　
　
収

６
月
14
日
（
火
）
〜

16
日
（
木
）

●
納
　
　
品

６
月
21
日
（
火
）
〜

23
日
（
木
）

●
利
用
料
金
（
１
回
当
た
り
）

①
掛
け
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布

３
点
１
セ
ッ
ト
…
…
…
…
630
円

②
掛
け
布
団
・
毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス

３
点
１
セ
ッ
ト
…
…
…
…
840
円

※
羽
毛
・
羊
毛
は
問
い
ま
せ
ん
。

マ
ッ
ト
レ
ス
は
介
護
ベ
ッ
ド
用
に

限
定
。

●
問

合

先

〇
介
護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
係

1（
２
４
６
）
６
２
７
８

〇
高
齢
者
総
合
相
談
窓
口

1（
２
４
５
）
８
６
８
６

〇
智
美
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
４
）
７
２
２
７

〇
ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
４
）
１
７
８
３

平
成
16
年
度
は
所
得
制
限
で
、

児
童
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

人
で
も
、
平
成
16
年
中
に
収
入
が

少
な
か
っ
た
り
、
扶
養
人
数
が
増

え
た
り
し
た
人
は
、
今
年
該
当
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
５
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問

合

先

社
会
福
祉
課

1（
２
４
６
）
６
２
４
８

ふ
と
ん
の
洗
濯
・
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す

児
童
手
当
の
申
請

該
当
す
る
人
は
早
め
に
手
続
き
を

福
岡
県
保
育
士
試
験

視覚障害者のための朗朗読読会会を開催
市民図書館では、中間テープの会の協力で、視覚障害

者を対象とした朗読会を開催します。
朗読ボランティアに興味がある人も歓迎します。

●日　　時 ６月19日（日）・午前11時～正午
●場　　所 市民図書館・会議室
●申込締切 ６月５日（日）
●申込・問合先 市民図書館1（２４５）４６６４

～平成17年度自動車税の～

納期限は５５５月月3311日日（火）です
自動車税は、毎年４月１日現在の自動車の所有者

に課税されます。
平成16年度の自動車税から、これまでの金融機関

などに加え、指定のコンビニエンスストアでも納期
内であれば、納税できるようになりました。
コンビニエンスストアでは土・日曜日、夜間でも

納税できます。取扱いのできるコンビニエンススト
アは納税通知書でご確認ください。
なお、住所変更などで納税通知書が届かないとき

は、北九州西県税事務所におたずねください。
また、自動車を買い替えた人で、納税通知書が送

られてきた場合は、抹消あるいは移転の登録手続き
が３月31日までに行われていないと思われますので、
手続きを依頼された販売会社などにご確認ください。
●問 合 先 北九州西県税事務所

1（６６２）９３１２
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総
務
大
臣
か
ら
４
月
１
日
付
け

で
野
村
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
池
田
一
丁

目
）
と
日
高
幸
夫
さ
ん
（
下
大
隈
）

が
中
間
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
の
仕
組

み
、
手
続
な
ど
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
毎
月
２
回
、
ハ
ピ
ネ
ス

な
か
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
日
に
つ
い
て
は
、「
広
報

な
か
ま
」
の
行
事
予
定
表
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

総
務
課
文
書
法
制
係

1（
２
４
６
）
６
２
３
２

５
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）
は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

中
間
市
で
は
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦

情
や
要
望
な
ど
が
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

５
月
20
日
（
金
）
・

午
後
３
時
〜
５
時

●
場
　
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
相

談

者

野
村
ハ
ツ
エ
さ
ん

（
行
政
相
談
委
員
）

●
問

合

先

総
務
課
文
書
法
制
係
　

1（
２
４
６
）
６
２
３
２

企
業
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
導
入

の
企
画
・
業
務
に
最
も
適
し
た
シ

ス
テ
ム
の
決
定
と
推
進
を
行
う
人

材
を
養
成
す
る
た
め
コ
ー
ス
で
す
。

●
応
募
締
切

５
月
31
日
（
火
）

●
定
　
　
員

20
人

●
応
募
資
格

〇
雇
用
保
険
受
給
者
な
ど
で
公
共

職
業
安
定
所
所
長
の
受
講
指
示

な
ど
の
対
象
者

〇
福
岡
県
内
在
住
の
離
転
職
者
な

ど
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
お

よ
び
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど

の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

〇
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
に
興
味
の
あ
る
人

〇
訓
練
を
受
け
て
関
係
職
種
の
就

職
を
希
望
す
る
人

●
入
校
選
考
日

６
月
７
日
（
火
）

●
受
講
日
時

６
月
21
日
（
火
）
〜

９
月
16
日
（
金
）
・
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

●
受
講
場
所

福
岡
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
大
字
幸
袋

526
番
地
の
１
）

●
受
講
費
用

受
講
料
無
料
（
資

格
取
得
受
験
料
、
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

※
雇
用
保
険
受
給
者
（
受
講
指
示

対
象
者
）
は
、
訓
練
修
了
ま
で
保

険
給
付
の
延
長
が
あ
り
ま
す
。

●
問

合

先

福
岡
県
立
小
竹
高

等
技
術
専
門
校
（
鞍
手
郡
小
竹

町
新
多
514
‐
２
）

1
０
９
４
６
（
２
）
６
４
４
１

も
う
す
ぐ
、
パ
パ
と
マ
マ
に
な

る
あ
な
た
。

生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
命
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
原
則
と
し
て
夫
婦
の
参
加
で
す

が
、
夫
婦
で
参
加
で
き
な
い
と
き

は
、
家
族
と
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
　
　
時

５
月
29
日
（
日
）
・

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
は
午

前
９
時
30
分
〜
10
時
）

●
内
　
　
容

「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
つ

い
て
考
え
よ
う
」

〇
心
と
か
ら
だ
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
よ
う
〜
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
〜
（
実
習
）

〇
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
（
講
話
）

〇
先
輩
パ
パ
マ
マ
を
囲
ん
で
（
座

談
会
）

●
場
　
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康

手
帳
・
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

５
月
24
日
（
火
）
ま

で
に
、
電
話
で
申
込

●
申
込
・
問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

養
成
課
受
講
生
を
募
集

パ
パ
と
マ
マ
の
育
児
ク
ラ
ブ

中
間
市
行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
決
定
さ
れ
ま
し
た
！

●
補
助
対
象
者

中
間
市
内
に
居

住
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
時
に
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
で
確
認
で
き

る
６
歳
未
満
の
幼
児
を
養
育
し

て
い
る
保
護
者
で
、
中
間
市
内

の
店
舗
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

（
国
土
交
通
省
型
式
認
定
ま
た

は
装
置
型
式
認
定
を
受
け
た
も

の
）
を
新
規
に
購
入
し
た
人

●
補
助
限
度
額

１
０
、
０
０
０
円

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

用
が
２
０
、
０
０
０
円
未
満
の
場
合

は
購
入
費
用
の
２
分
の
１
の
額
と

し
、
100
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、

市
内
で
購
入
し
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
領
収
書
ま
た
は
レ
シ

ー
ト
（
品
名
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
と
明
記
さ
れ
た
も
の
）、
預
金

通
帳
な
ど
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

※
領
収
証
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
が
な

い
場
合
は
、
購
入
し
た
店
で
販
売

証
明
書
（
市
の
指
定
様
式
）
の
発

行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
・
問
合
先

社
会
福
祉
課

福
祉
係
（
市
役
所
１
階
）

1（
２
４
６
）
６
２
４
８

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

ひびきサマースクールIN英彦山
自然豊かな英彦山青年の家での楽しい集

団生活でたくさんの新しい友だちを見つけ
よう！
●日　　時 ７月22日（金）～24日（日）
●開催場所 英彦山青年の家
●対　　象 中間市・遠賀郡の小学４年生

～６年生
●募集人数 120人
●参加費用 9,000円
●応募締切 ６月10日（金）
●申込方法 郵送またはＦＡＸ
※電話受付時間は平日午前10時～午後４時
です。
●問 合 先 社団法人ひびき青年会議所事

務局（〒８０９‐００１４蓮
花寺一丁目533‐１
1（２４６）２３９６
5（２４６）０９６０

春
の
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
所
を
開
設
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立
つ
・
座
る
・
歩
く
と
い
っ
た

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
動
作
に
関
わ
る

関
節
。
年
齢
と
と
も
に
衰
え
る
関

節
。
筋
力
を
つ
け
て
関
節
を
守
る

効
果
的
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

さ
あ
！
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
　
時

５
月
26
日
（
木
）、

６
月
23
日
（
木
）
の
２
回
・
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
　
所

働
く
婦
人
の
家

●
講
　
　
師

一
井
久
美
子
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

●
定
　
　
員

40
人

●
受

講

料

無
料

●
申
込
方
法

電
話
に
て
先
着
順

●
申
込
・
問
合
先

働
く
婦
人
の

家
1（
２
４
６
）
０
４
８
３

●
試
験
日
時

７
月
28
日
（
木
）
・

午
後
１
時
〜
３
時

●
試
験
会
場

第
一
経
済
大
学
（
太

宰
府
市
五
条
三
丁
目
11
‐
25
）

●
受
験
資
格

給
食
施
設
ま
た
は

営
業
施
設
で
２
年
以
上
調
理
の

業
務
に
従
事
し
た
人

●
願
書
受
付
期
間
　
５
月
30
日（
月
）

〜
６
月
３
日
（
金
）
・
受
付
時
間

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
願
書
提
出
先

住
所
地
ま
た
は

就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
福
祉

環
境
事
務
所

●
受
験
手
数
料

６
、
１
０
０
円

●
問

合

先

遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所

1（
２
０
１
）
４
１
６
４

犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
対
処
法
を
、
講
習
と
実
技
で

学
び
ま
す
。

●
日
　
　
時

（
４
日
間
で
１
ク
ー
ル
）

〇
１
日
目
…
…
…
７
月
５
日
（
火
）

〇
２
日
目
…
…
…
７
月
８
日
（
金
）

有
料
広
告
欄

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

0120-7666-26

まかせて安心
10年保証制度

診断見積無料
各種ローン利用可

中間市ＪＲ中間駅前
1093-244-2452

http://www6.ocn.ne.jp/ ̃sindansi/
フリーダイヤル

田中瓦店
厚生労働大臣認可一級技能士事務所

屋根
雨もり・瓦止め

壁
張替え・塗替え

雨樋
修理・取替え

福岡県瓦屋根診断技士

高齢者の願いにお応えします高齢者の願いにお応えします
～シルバー人材センター～

中間市シルバー人材センターは、法律に基づいた公益法
人で、国、県、市の指導、協力を受けている団体です。
センターでは、「就職は望まないが、まだちょっとした

仕事をしたい、そして何らかの収入も得たい」という高齢
者の願いにお応えしています。
■仕事の発注は…
事務所や一般家庭などで「臨時的、短期的な仕事で高齢

者にふさわしい仕事」があれば、電話でご連絡ください。
●主な仕事内容
○高齢者の話し相手、家庭内の掃除、洗濯、食事の支度、
買物など
○受付事務や宛名書きなど
○屋内外の清掃、除草・草刈、樹木消毒など
○簡単な大工、左官仕事、植木剪定、ペンキ塗りなど
○守衛、駐車場管理、倉庫、ビル管理、施設管理など
○自動車運転、講師など
○チラシや広報紙の配布、検針、配達、店番など
※センターでは、経験豊かな会員をそろえ、ご依頼電話を
お待ちしています。
■会員を募集しています
〇健康で、働く意欲のある60歳以上の中間市在住の人なら
会員になることができます（就職している人は入会でき
ません）
〇入会希望者は、シルバー人材センターにお問い合わせく
ださい
●問 合 先 社団法人中間市シルバー人材センター〔上底
井野字中ノ谷59番地の１1（２４６）４５２８〕

市
民
講
座

「
ひ
ざ
・
膝
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

〜
関
節
を
守
る
・
筋
力
を
つ
け
よ
う
〜

調
理
師
試
験
を
実
施

〇
３
日
目
…
…
…
７
月
15
日
（
金
）

〇
４
日
目
…
…
…
７
月
22
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

●
場
　
　
所

〇
１
日
目
…
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の

里
・
会
議
室

〇
２
日
目
・
３
日
目
・
４
日
目
…

遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
・
屋
内

運
動
場
（
浅
木
小
学
校
横
）

●
定
　
　
員

30
人
（
予
約
制
）

●
申
込
受
付
開
始

６
月
１
日
（
水
）
〜
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
先

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所

1（
２
０
１
）
４
１
８
１

●
日
　
　
時

〇
１
日
目
…
５
月
29
日
（
日
）

〇
２
日
目
…
６
月
５
日
（
日
）

●
場
　
　
所

中
間
西
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か

●
参
加
資
格

選
手
は
、
同
一
町

内
に
居
住
す
る
メ
ン
バ
ー
で
編

成
さ
れ
た
チ
ー
ム

●
チ
ー
ム
編
成

20
歳
代（
２
人
）、

30
歳
代
（
３
人
）、
40
歳
以
上

（
４
人
）
で
編
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
（
女
性
は
ど
の
年
代
に
お
い

て
も
出
場
可
能
）

※
選
手
の
足
り
な
い
公
民
館
に
限

り
、
隣
接
す
る
公
民
館
か
ら
の
選

手
の
補
充
で
出
場
で
き
ま
す
。

広広
報報
にに
有有
料料
広広
告告
をを

掲掲
載載
しし
まま
せせ
んん
かか

●
問
合
先

秘
書
課
広
報
広
聴
係

1（
２
４
６
）
６
２
７
１

●
代
表
者
会
議

５
月
24
日（
火
）
・
午
後
６
時
30

分
〜
中
央
公
民
館
で
開
催

●
申
込
方
法

代
表
者
会
議
当
日
ま
で
に
、
各

町
内
公
民
館
長
を
通
じ
て
、
参

加
申
込
書
を
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問

合

先

生
涯
学
習
課
社
会

体
育
係
1（
２
４
６
）
６
２
２
４

中
間
市
年
齢
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集



21

香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
堤
　
　
　
ヨ
シ
子
（
中
央
一
丁
目
）

〇
松
　
元
　
フ
ジ
子
（
長
津
一
丁
目
）

〇
高
　
倉
　
福
　
美
（
池
田
二
丁
目
）

〇
隈
　
井
　
敏
　
江
（
岩
瀬
西
町
）

〇
宮
　
井
　
早
　
苗
（
池
田
二
丁
目
）

〇
竹
　
田
　
時
　
枝
（
深
坂
一
丁
目
）

〇
中
　
山
　
正
　
行
（
中
尾
一
丁
目
）

〇
山
　
脇
　
三
　
男
（
垣
生
）

〇
中
　
野
　
　
　
諭
（
中
間
三
丁
目
）

〇
久
　
永
　
正
　
美
（
長
津
一
丁
目
）

〇
門
　
司
　
　
　
清
（
鍋
山
町
）

〇
北
　
光
　
　
　
寛
（
中
央
四
丁
目
）

〇
新
　
田
　
サ
チ
子
（
弥
生
一
丁
目
）

〇
坂
　
井
　
吉
　
祥
（
東
中
間
三
丁
目
）

〇
渡
　
部
　
フ
ミ
子
（
岩
瀬
四
丁
目
）

〇
池
　
田
　
正
　
月
（
東
中
間
二
丁
目
）

〇
杉
　
浦
　
芳
　
子
（
朝
霧
一
丁
目
）

〇
野
　
村
　
幸
　
正
（
中
尾
二
丁
目
）

篤
志
寄
付

〇
松
　
尾
　
保
　
利
（
八
幡
西
区
春
日
台
）

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
日
　
　
時

５
月
29
日
（
日
）
・

午
前
９
時
〜

●
場
　
　
所

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
、
も

し
く
は
、
中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
会
員

●
種
　
　
目

〇
ダ
ブ
ル
ス
〔
男
女
各
Ａ
級
、
Ｂ

級
、
初
心
者
級
、
中
学
生
、
小

学
生
（
男
女
混
合
）〕

〇
シ
ン
グ
ル
ス
〔
男
子
（
Ａ
級
、

Ｂ
級
、
Ｃ
級
）
・
女
子
（
Ａ
級
、

Ｂ
級
）
・
小
学
生
（
男
女
混
合
）〕

〇
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
〔
無
差
別

（
年
齢
制
限
な
し
）、
オ
ー
バ
ー

80（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
80
歳
以
上
）〕

※
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
を
先
に
行
う

予
定
で
す
が
、
試
合
の
運
営
上
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
人
数
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
構

成
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
表
　
　
彰

各
種
目
１
・
２
位

●
申
込
締
切

５
月
20
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
1（
２
４
６
）
２
８
０
０

進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

●
対

象

者

福
岡
県
内
の
進
行
性

筋
萎
縮
症
児
と
保
護
者

●
期
　
　
間

７
月
30
日
（
土
）
〜

７
月
31
日
（
日
）

●
場
　
　
所

千
石
の
郷
（
福
岡
市

早
良
区
石
釜
）

●
募
集
人
数

30
人

海
の
キ
ャ
ン
プ

●
対

象

者

福
岡
県
内
の
小
学

３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
在
宅

肢
体
不
自
由
児

●
期
　
　
間
　
８
月
６
日
（
土
）
〜

９
日
（
火
）

中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
を
募
集

●
場
　
　
所

福
岡
県
立
少
年
自
然

の
家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市

神
湊
）

●
募
集
人
数

50
人

山
の
キ
ャ
ン
プ

●
対

象

者

福
岡
県
内
の
小
学

３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
在
宅

肢
体
不
自
由
児

●
期
　
　
間

８
月
25
日
（
木
）
〜

27
日
（
土
）

●
場
　
　
所

や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉

郡
筑
前
町
）

●
募
集
人
数

30
人

い
ず
れ
も

●
申
込
締
切

５
月
31
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
肢
体

不
自
由
児
協
会

1
０
９
２
（
５
８
４
）
５
７
２
３

地
域
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
募
集
し
ま
す
。

●
デ
ザ
イ
ン

自
由

●
提
出
期
限

５
月
31
日
（
火
）

●
提
出
場
所

遠
賀
中
間
医
師
会

病
院
（
〒
８
１
１
‐
４
２
０
４

岡
垣
町
大
字
手
野
145
）

●
賞
　
　
品

〇
１
位
…
１
点

（
図
書
券
３
０
、
０
０
０
円
分
）

〇
２
位
…
２
点

（
図
書
券
１
０
、
０
０
０
円
分
）

〇
３
位
…
３
点

（
図
書
券
　
５
、
０
０
０
円
分
）

※
詳
し
く
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先

社
団
法
人
遠

賀
中
間
医
師
会
・
遠
賀
中
間
医

師
会
病
院
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
係

（
〒
８
１
１
‐
４
２
０
４
遠
賀

郡
岡
垣
町
大
字
手
野
145
）

1（
２
８
２
）
０
１
８
１

●
対
　
　
象

主
に
福
岡
県
内
の

保
育
園
・
幼
稚
園
児
、
小
学
校

児
童

●
画
題
・
画
材

自
由

●
規
　
　
格

サ
イ
ズ
は
四
つ
切

画
用
紙
一
人
１
作
品

●
応
募
方
法

作
品
裏
に
画
題
・

住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

６
月
27
日
（
月
）
・
必
着

●
内
　
　
容

〇
優
秀
作
品
は
７
月
21
日
（
木
）
〜

26
月
（
火
）
福
岡
市
ア
ジ
ア
美
術

館
に
て
中
国
の
児
童
の
作
品
と

共
に
展
示

〇
会
期
中
に
入
賞
児
童
の
相
互
招

聘
予
定

〇
中
国
駐
福
岡
総
領
事
館
に
て
表

彰
式

〇
８
月
に
は
中
国
江
蘇
省
蘇
州
市

に
て
展
示
、
表
彰
式

●
問

合

先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
会
教

育
団
体
べ
ル
ポ
会
事
務
局
（
福

岡
市
博
多
区
西
月
隈
三
丁
目
８
‐

11
・
812
）

1
０
９
２
（
４
４
１
）
８
０
５
９

日
中
友
好
児
童
絵
画
展

作
／
品
／
募
／
集

さくら湯なかま
さ  く  ら  亭

中間市通谷1-36-8
1093-246-3506
5093-246-3507営業時間：早朝6時～深夜1時

さくら湯なかま（旧中間温泉）は
皆様の憩いの場として好評営業中！
●●広くて天井の高い浴場は、アルツハイマー予防効果が広くて天井の高い浴場は、アルツハイマー予防効果が
　あると、医学界でも話題になっています　あると、医学界でも話題になっています
●お食事処さくら亭では、各種料理・飲み物・おつまみをお食事処さくら亭では、各種料理・飲み物・おつまみを
　ご用意しています。催し事にもご利用ください　ご用意しています。催し事にもご利用ください
　【コース料理（和・洋・中2,000円～4,000円）ご予約承り中】
皆様のご利用をスタッフ一同お待ちしています

　 料　金
大　人600円
子ども300円
幼　児150円
お得な回数券もあります筑豊電気鉄道

至 ＪＲ中間駅

永犬丸トンネル

通谷駅
ショッパーズ
モールなかま

新中間病院
ハピネスなかま

生涯学習
センター

ウエルパーク
ヒルズ

さくら湯なかま

肢
体
不
自
由
児
療
養
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
を
募
集

遠
賀
中
間
医
師
会
病
院

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
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編

室

集

か
ら

▼
小
学
校
の
入
学
式
。
新
入
学
の

子
ど
も
た
ち
の
緊
張
し
た
態
度
や

眼
は
、
か
わ
い
さ
が
い
っ
ぱ
い
。

一
方
、
保
護
者
の
真
剣
で
心
配
そ

う
な
眼
差
し
の
方
が
印
象
深
く
、

我
が
子
の
将
来
を
想
像
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。（
彦
）

▼
４
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
ま

し
た
（
新
）
で
す
。

初
仕
事
で
小
学
校
の
入
学
式
へ

取
材
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
一
年

生
の
目
線
で
写
真
が
な
か
な
か
う

ま
く
取
る
こ
と
が
で
き
ず
焦
り
困

り
ま
し
た
。

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
私
の

体
が
大
き
す
ぎ
る
の
が
原
因
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
（
笑
）。

今
後
取
材
時
は
で
き
る
限
り

「
ち
い
さ
く

、
、
、
、

」「
目
立
た
な
い
よ
う

、
、
、
、
、
、
、

に、
」
お
邪
魔
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
取

材
に
お
伺
い
し
た
際
に
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
新
）

〇日時…６月４日（土）、17日（金）、
23日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※４日は緒方弁護士、17日は桑
原弁護士、23日は高橋弁護士の
相談です。

〇日時…６月９日（木）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…６月４日（土）、17日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…５月25日（水）・午前９
時～午後４時
〇場所…市役所３階・教科書展示室
「いじめ」、「不登校」など

〇日時…毎月第１～４火曜日・
午後１時～２時…市役所１階
社会福祉課、午後２時30分～
４時…ハピネスなかま

※祝日の場合はお問い合わを。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所２階経済振興課
・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所３階・相談室
※子どもの養育（しつけ、不登
校、いじめ、養育者の問題な
ど）やＤＶ、

ドメスティックバイオレンス

女性に関するあ
らゆる相談を受けます。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

補聴器相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭相談

悩み・いじめ・教育相談

教育相談

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料

●と　き ５月26日（木）
午後６時30分～

●ところ なかまハーモニーホール・
エントランスホール

●出　演　伊藤知恵子さん（ピアノ）
●曲　目「Misty」（エロール・ガーナー）、

「Spring」（久石　譲） ほか

大好きな曲を集めてみました。ジャズ、イージーリスニ
ング、アルゼンチンタンゴなど様々な雰囲気をピアノソロ
でお楽しみください。

３月にご出演のみなさん

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

2005アクロスサマーコンサート
弦楽アンサンブル～真夏の名曲コンサートVol.2～

■８月20日（土）・午後７時開演
■なかまハーモニーホール・大ホール

一般指定席2,000円　一般自由席1,000円　
（学生券500円引）

年会費 2,000円

川井郁子ヴァイオリンコンサート2005
■７月23日（土）・午後７時開演
■なかまハーモニーホール・大ホール

【全席指定】一般3,000円
ハーモニーclub会員2,400円

なかまハーモニーホールでは平成17年度ハーモニ
ーClubの会員を募集しています。チケットの会員特
別割引などお得な特典が盛りだくさんです。
ぜひこの機会にご入会ください。
お申し込み方法、今後の公演予定などは機関誌
『花音

か の ん

』をご覧ください。

【特典】平成17年度ハーモニーClub会員のみなさん
は倉本

くらもと

裕基
ゆ う き

ピアノコンサートへご招待いたします。
※詳細は追ってお知らせします。

チケット
好評発売中

お　知　ら　せ
5月2日（月）から中間市役所本館1階受付で、なかまハーモニーホール
主催公演の一般チケットをお求めいただけるようになりました。
※ハーモニーＣｌｕｂ会員割引チケットは、なかまハーモニーホールのみ取扱いです。

人間国宝　一龍斎貞水立体怪談
■８月16日（土）・午後７時開演
■なかまハーモニーホール・大ホール

【全席指定】
一般2,500円　学生1,800円


